
● 2015 年度・インタラクティブ空間演習 

   前期　院生発表スケジュール

【第 4回】2015 年 5 月 20 日  Ko.Cho

 pp.13 (「文化の象徴としての言語 -新しい言語観 (1)」）〜 21 ( 「はま＋くり =はまぐり」の全て）　

【第 5回】2015 年 5 月 27 日  Yu.Kit

 pp.22 (「文化のモデルとしての言語 -新しい言語観 (3)」）〜 28 ( 「絵画・映画・物語」の全て）

【第 6回】2015 年 6 月 03 日  Az.Fun

 pp.28 (「ファンタジー・神話・夢」）〜 34 ( 「『言語は精神、精神は言語』」の全て）　  ※ I 章終了。

【第 7回】2015 年 6 月 10 日  ( 未定 ,  Ir.Ri ? ) 

 pp.36 (「コミュニケーション」）〜 42 ( 「『コード』の役割」の全て）

【第 8回】2015 年 6 月 17 日  Ke.Oh 

 pp.42 (『機械的』な伝達と『人間的』な伝達）〜 49 ( 「『解読』と『解釈』 」の全て）

【第 9回】2015 年 6 月 24 日  Yu.Ryu  

 pp.49 (「『発信者』中心と『受信者』中心」）〜 54 ( 「コミュニケーションのもう一つの型」の全て）

【第 10 回】2015 年 7 月 01 日  Mi.Mat 

 pp.54 (「『記号現象』と『推論』」）〜 59 ( 「『迷信』の場合」の全て）

【第 11 回】2015 年 7 月 08 日  Yu.Kam 

 pp.59 (「探偵や医者の推論」）〜 64 ( 「『意味』の意味」の全て）　　　  ※ II 章終了。

【第 12 回】2015 年 7 月 15 日  Ma.Koz  

 pp.66 (「『伝達』と『意味作用』」）〜 73 ( 「『記号表現』と『記号内容』の非対称性」の全て）　

【第 13 回】2015 年 7 月 22 日  Ka.Ume  

 pp.73 (「記号における『同じ』と『異なる』」）〜 78 ( 「『分節』と『動機づけ』 」の全て）　           ( 以上 )

2015 年 5 月 12 日

※ 大学院演習での発表担当者の当日欠席は原則として認められません。 もし、病気や不慮の事故などで発表者が当日の直前欠席となった場合、その日の講読は中止とします。

　 欠席者は別の機会を設けてそこで発表してもらいます。 また、中止となった回の次週は、スケジュール通りの担当者がスケジュール通りの範囲を発表します。

　 


